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令和 8年 6月 病児・病後児保育室「いよつこすまいる」

梅雨の季節がやつてきました。気温差のあるこの時期は、体調を崩しやす

いので、汗をかいたらタオルで拭く、寒くなつたら上着を着るなど、体調管

理に気をつけていきましょう。バランスの良い食事や睡眠をしっかりとり、

元気に過ごしていきましょう。
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月 4日 は虫歯予防デー
食べ物を食べると、食べ物のかすが

illiriliFIttλttil警貫 く〔IIフ
物のかすや歯垢は歯みがきをして残さ

ないようにしましょう。

おやつは時間を決めて、ダラダラ食

べ・飲みをしないようにしましょう。

｀ヽヽ

こんな病気に注意 !

気管支資 咽頭疑
ヒトメタニューモウィ′ιス

発熱・嘔吐     なこ
6月号
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夏が来る前でも、熱中症になるの?

熱中症は夏の署い時期だけでなく、気温が上がり始める時期にも

危険性 /」|あります。梅雨の時期は、湿度が高くなり、体が暑さに慣れ

ていないことから熱中症になりやすく注意が必要です。

子どもは体温調節がうまくできないため、温度変化の影響を受け

やすく、暑さを感じてから汗をかくまでに時間がかかり、体温を下げ

るまでにも時間がかかります。そのため、体に熱がこもりやすく

なります。

外出する際には,冒子をかlsiり、水分補給をこまめに行いましょう。

6月 4～ 10日『歯と回の健康週間』
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こ了 褥暉

カルシウム (牛 Ft・ チーズ 。豆腐 。納豆・プロッコリー・小魚など)

ビタミンA(人参 。かぼちゃ。レバー・昆布 。たまご。わかめなど)
ビタミンC(ピーマン。さやえんどう・いちご。みかん・キウイなど)

～ 歯みがきの磨き残しについて
磨き残しが多い部分は、

・下の奥歯の下側  。上の奥歯のほつべた側
・歯と歯ぐきの境目 ・一番奥の歯の裏側
優しく丁寧に磨きましょう。歯プラシの毛先が開いてしまうとプラシが当たつて
いても汚れがしっかり落ちなくなります。開く前に交換しましょう。

諷

・歯と歯の間
・奥歯の溝プ

√

―

、



食中毒は、糸日菌やウイルスが付着したものを□にすることが原因で、湿度の高い夏

場に多<発症します。吐き気や下痢をもよおし、熱が出ることもあります。
血便やひどい腹痛があつたり、嘔吐を繰り返したりする場合には、すぐに病院へ行

きましょう。

予防法
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食事の前やトイレの後は、石けんでし/っか

り手を洗う習慣を付けましょう。

よくかんで食べると消イじが活発になり、体

内の菌の数を減らすことにつながります。

食材の買い置きは控え、新鮮なうち

し、なるべく早く食べましょう。

|こ調理

食器は tノつかり洗い、清潔な布中で拭きま

し/ょ う。

生で食べる野菜や果物はよく洗しヽ、降・魚

などは、しつかり大を通しまし/ょう。
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屋外で活発に遊ぶことで、夏/ヾテしない体

をつくり、免疫
‐Jを高めましょう。

食 中 毒
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